
最上川上流大規模氾濫時の減災対策協議会
幹事会の開催報告について
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【第９回幹事会】 日時：平成31年2月18日(月) 13:30～15:00
場所：山形河川国道事務所 2階 大会議室

○議 事

(1)平成30､31年度の各構成機関の減災に向けた取組み【市町】
(2)主な取組状況と今後の予定【県】
①洪水浸水想定区域図の作成
②タイムラインの作成推進
③危機管理型水位計の設置

(3)主な取組状況と今後の予定【国】
①水防活動効率化検討
②広域避難計画の検討
③避難勧告の発令に着目したタイムライン
④防災教育支援への取組
⑤ハザードマップの策定・まるまちの見直し
⑥危機管理演習
⑦水位表示・洪水痕跡表示について
⑧要配慮者利用施設に係る避難確保計画の作成支援
⑨簡易型河川監視カメラの整備
⑩排水活動重点対策箇所の検討

(4)昭和44年災害から50年の取組み
(5)平成30年度までの取組方針進捗状況
(6)今後の協議会予定

開催状況写真

幹事会の議事概要

○議論の内容
Ｑ：各構成機関の減災に向けた取組みについて報告。
南陽市：ため池の防災について各地区に出向いて説

明会を予定。
山形市：詳細タイムラインを検討中。今まで防災担

当課と河川道路整備課だけで進めていたが、福
祉関係や消防関係も入れて検討している。

Ｑ：山形地方気象台より情報提供。
気象台：昨年の全国的な豪雨を踏まえ「避難に対す

るワーキンググループ」が立ち上げられた。防
災情報を誰でもわかる５段階の警戒レベルで提
供することになる。
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